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平
成
27
年
４
月
の
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、要
支
援
者

（
要
支
援
Ⅰ・
Ⅱ
）に
対
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
今
後
、市
町
村
が「
新

地
域
支
援
事
業
」と
し
て
行
う
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
目
指
す
の
は
、高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
、地
域
の
各
団

体
や
住
民
参
加
に
よ
る
、支
え
あ

い
の
仕
組
み
を
つ
く
る
事
で
す
。

　

こ
の
度
、こ
の
問
題
に
関
し
て
県

老
連
よ
り「
地
域
支
援
事
業
担
い

手
養
成
研
修
に
つ
い
て
」と
言
う

問
題
が
提
起
さ
れ
、こ
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
創
友
ク
ラ
ブ
の
み
の

問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

行
政
、社
協
と
も
協
議
し
、そ
の

結
果
と
し
て
既
に
昨
年
度
、小
田

原
市
で
は
法
改
正
に
基
づ
き
福
祉

健
康
部
主
導
の
も
と
協
議
を
重
ね

「
生
活
支
援
隊
」を
発
足
さ
せ
、既

に
昨
年
末
に
は
何
ら
か
の
方
法
で

各
家
庭
、各
地
区
に
お
知
ら
せ
さ

れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
活
動
方
法
と
し
て
は

各
種
団
体
を
通
し
て
、全
体
で
活

動
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
県
老
連
通
達
の「
地
域
支
援

事
業
担
い
手
養
成
研
修
」に
基
づ

き
、ま
ず「
西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
＝
小
田

原
市
、箱
根
町
、真
鶴
町
、湯
河
原

町
」で
、そ
れ
ぞ
れ
で

⑴
モ
デ
ル
地
区
養
成
担
い
手
研
修

⑵
ブ
ロ
ッ
ク
担
い
手
養
成
研
修

の
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、小

田
原
は
前
述
の
通
り
、生
活
応
援
隊

に
決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、研
修

も
こ
れ
を
主
題
と
し
て
進
め
ま
す
。

　

内
容
と
し
て 

㋑
高
齢
者
の
見

守
り
　
㋺
外
出
支
援
　
㋩
家
事
援

助
　
㋥
屋
外
作
業
　
㋭
屋
内
作
業

㋬
器
具
等
補
修
作
業
　
㋣
各
種
相

談
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、高
齢
者

が
高
齢
者
を
助
け
る
、を
大
前
提

と
し
て
皆
様
に
精
進
し
て
い
た
だ

く
様
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、各
地
域
の
事
業
に
対
す
る

温
度
差
、各
種
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
て
い
た
だ
き
、明
る
い
高
齢

者
社
会
の
構
築
に
邁
進
し
ま
し
ょ

う
。

老
人
ク
ラ
ブ
の

　
　
地
域
支
援
に
つ
い
て

小
田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ
）

会
長　

杉
崎　
　

勲

健
康
づ
く
り
と

　
加
入
促
進
に
つ
い
て

小
田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
務
部
長

大
友　

昭
夫

平
成
29
年
度

「
友
愛
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
開
催

厚
生
部
長　

北
村　

時
夫

　

平
素
は
小
田
原
市
老
連(

創
友
ク
ラ
ブ)

の
諸
行
事
に
ご
協
力
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
を
思
う
と
き
、誰
も
が
健
康
で
長

寿
を
願
う
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
私
も
以
前
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）の
健
康
の
定
義
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。そ

こ
に
は「
健
康
と
は
、身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、そ
し
て
社
会
的
な
つ

な
が
り
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
を
言
う
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
創
友
ク
ラ
ブ
の
年
間
行
事
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

夫
々
の
研
修
等
が
健
康
づ
く
り
に
関
連
し
た
も
の
が
多
く
、老
人
大
学

で
は
小
田
原
市
福
祉
健
康
部
や
市
内
の
医
療
機
関
の
協
力
を
い
た
だ

き
会
員
の
疾
病
予
防
の
一
助
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

恒
例
の
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
じ
め
多
く
の
地
区
で
の
世
代
間

交
流
行
事
や
筋
ト
レ
教
室
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
活
動
は
体
力
づ

く
り
に
な
る
と
共
に
、地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
進
み
親
睦
の
輪
が

広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
21
日
㈬
お
だ
わ
ら
総
合
医

療
福
祉
会
館
に
各
チ
ー
ム
の
代
表

者
と
市
老
連
理
事
が
参
加
し
て
、地

域
で
暮
ら
す
一
人
暮
ら
し
や
介
護

を
受
け
て
い
る
高
齢
者
宅
を
訪
問

し
、支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
友
愛

チ
ー
ム
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、主
催
者
を
代
表
し
て
大
友

副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、次
い
で

ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
活
動
推
進
員

の
松
田
冴
子
講
師
よ
り「
友
愛
チ
ー

ム
の
活
動
に
つ
い
て
」老
人
ク
ラ
ブ

の
地
域
づ
く
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
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　平成29年５月18日㈭午前10時30
分より、おだわら総合医療福祉会館
４階ホールにて平成29年度総会が
開催されました。
　山口副会長の司会で始まり、まず
北村副会長の「開会のことば」に続
いて市老連の杉崎会長の挨拶が
あり、続いて来賓の紹介を行ったの
ち、代表して小田原市長　加藤憲
一さまより祝辞をいただきました。
　そして上府中地区・永塚睦会平
野義朋さんが議長に指名され議事
に入りました。

教養部長　山口　　繁

　最初に平成28年度事業報告、平
成28年度一般会計収入支出決算報
告、福祉友愛募金特別会計収入支
出決算報告、基金等積立金報告の
説明があり、監査報告、質疑応答の
後、議案は拍手をもって承認されま
した。
　次に平成29年度の事業計画案、
平成29年度一般会計収入支出予算
案、福祉友愛募金特別会計収入支
出予算案の説明があり、この議案も
拍手をもって承認されました。
　最後に志村副会長より「閉会のこ
とば」があり、無事終了いたしました。

総 会 開 催

　

小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ
会
員
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、す
べ
て
の
地
区

で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。地
域
に
よ
っ
て
は
、各
種

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
の
集
い
、健
康
指
向
の
料
理
教
室
等
が
加
入

促
進
の
機
会
と
な
り
、特
に
現
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高

い
と
こ
ろ
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
、皆
さ
ん
が
楽
し
み
喜
ぶ
活
動
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、多
数
の
新
会
員
が
今
後
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

参
考
に「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
位
置
づ
け
」ま
た

「
地
域
で
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
」サ
ー
ク
ル
の
中
で
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、事
例
発
表「
下
曽
我
地
区
の
活
動
状
況
」に
つ
い
て
実
際
に

取
り
組
ん
で
い
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
く
つ
か
の
質
疑
応
答
が
あ
り
予
定
通
り「
閉
会
の
あ
い
さ
つ
」で

終
了
し
ま
し
た
。
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健
康
事
業
の
一
環
と
し
て
、西
湘
ブ
ロ

ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催（
小
田

原
市
、箱
根
町
、湯
河
原
町
、真
鶴
町
）の

西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
、小
田
原
市
福
祉
健
康
部
副
部

長
は
じ
め
、多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
、６
月
６
日
㈫
酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
早
朝
は
霧
雨
模
様
の
状
況
で

し
た
が
、開
会
式
に
お
い
て
、大
会
会
長

の
杉
崎
会
長
か
ら
の
挨
拶
、来
賓
の
小

田
原
市
福
祉
健
康
部
副
部
長
の
杉
崎
聡

様
の
祝
辞
を
頂
い
た
頃
に
は
、霧
雨
も

上
が
り
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

準
備
体
操
の
後
、選
手
は
各
ス
タ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
移
動
し
競
技
開
始
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
先
行
組
及
び
後
行
組
の
選
手（
約

１
０
０
名
の
選
手
）が
１
ラ
ウ
ン
ド
終
了

後
、昼
食
タ
イ
ム
を
約
40
分
間
と
り
、そ

の
後
に
午
後
の
１
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
予

定
通
り
に
競
技
を
終
了
し
ま
し
た
。選

手
の
成
績
は
２
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
ー
タ
ル

で
順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
は
選
手
及
び
役
員
が
整
列

し
、成
績
発
表
と
大
会
会
長
の
杉
崎
会

長
よ
り
賞
品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
大
会
の
講
評
を
箱
根
町
の
上
野
会

長
か
ら「
天
候
に
恵
ま
れ
、グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く
選
手
諸
君
の
日

頃
の
練
習
と
頑
張
り
が
好
成
績
に
繋
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
山
口
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

競
技
審
判
員
並
び
に
理
事
の
方
々
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入賞

順　位 氏　名 スコア

第 93 位 箱　根 竹縄　　敏 60

BB 賞

No. 氏　名

1 箱　根 和田　千代

2 箱　根 菊川　静雄

3 箱　根 勝又　　實

4 箱　根 岩田　光夫

5 箱　根 佐藤　　順

6 小田原 田中　正男

7 小田原 内田　健三

8 小田原 高橋　昭彦

9 小田原 西中　順一

10 小田原 安藤　美茂

11 小田原 宇佐美　功

12 湯河原 山下　尊巳

13 湯河原 望月　芳夫

14 真　鶴 露木　芳江

15 真　鶴 小串　武弘

ホールインワン賞

順　位 氏　名 スコア

優　勝 小田原 宇佐美　功 38

準優勝 箱　根 岩田　光夫 40

第３位 箱　根 佐藤　　順 40

第４位 小田原 北村　俊之 42

第５位 箱　根 和田　千代 42

※準優勝と3位および4位と5位は同ス
コアのため、生年月日により順位決定

体
育
部
長　

志
村　

善
治

西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
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3回以上出席の方に授与
　※受講者は筆記用具をご持参ください。
　※おだわら総合医療福祉会館には駐車場がありませんので車はご遠慮下さい。
　　ご協力いただきますよう、よろしくお願い致します。

⑦ 修了証書

⑥ 第1回～第3回は講座終了後、講師と参加者との対話集会を行います。

定員１２０名（非会員の参加も含む）
⑤ 受講者

④ 会場
おだわら総合医療福祉会館　４階ホール

③ 日程及び内容

小田原市老人クラブ連合会

② 主催

① 趣旨
高齢期における生活に潤いを与え、かつ充実した生きがいのある生活を送るの
にふさわしい教養を培うことを主眼としてこの大学を開催します。

第52回
⑴社会見学と研修旅行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔春：4月・愛知県方面〕
⑵女性部研修会「食で生き生き！栄養教室」・・・・・・

〔全13回：4/25・5/17・6/6・6/23・7/12・7/28・
8/21・9/1・9/20・10/17・11/17・1/26・2/15〕

⑶小田原市慰霊塔清掃奉仕・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔5月～3月〕
⑷平成29年度市老連総会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔５月18日㈭〕
⑸友愛チームの活動推進および研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔6月21日㈬〕
⑹地域支援事業担い手養成研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔7月19日㈬〕
⑺第52回老人大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔全4回：8/3・9/7・11/29・1/25〕
⑻『小田原創友クラブだより』の発行・・・〔全2回：8月ー69号・1月ー70号〕
⑼健康づくり（体力測定等）事業の推進・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　  〔女性8月30日㈬・男性8月31日㈭〕
⑽友愛募金運動の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔8月～9月〕
⑾友愛活動等支援事業「女性部のつどい」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔9月11日㈪〕
⑿社会奉仕の日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔9月20日頃〕
⒀社会見学と研修旅行・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　　　  〔秋：9月26日～10月3日：立山・黒部アルペンルート〕
⒁単位クラブ強化推進（加入促進運動）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔10月～3月〕
⒂生きがいふれあいフェスティバル・シルバー作品展・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔10月21日㈯～22日㈰〕
⒃老人クラブ開放・地域連携モデル事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔10月22日㈰〕
⒄第44回小田原市シルバースポーツ大会・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔10月25日㈬※予備日26日㈭〕
⒅小田原創友クラブグラウンドゴルフ大会・・・・・・・・・・・・・・・・・

〔11月8日㈬※予備日9日㈭〕
⒆市老連大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔11月14日㈫〕
⒇単位クラブ会長等研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔2月上旬予定〕
(21）小・中学校の児童・生徒との交流及び防犯ボランティアパトロールの推進
（22）その他、小田原市及び地区の行事に参加協力

【西湘ブロック関連事業】　　　　　
⑴西湘ブロック老連連絡協議会の開催・・・・・〔4月18日㈫開催：小田原市〕
⑵西湘ブロック老連交流グラウンドゴルフ大会・・・・・・・・・・・・・

〔6月6日㈫　※予備日7日㈬〕
⑶高齢者訪問支援推進員養成研修会・・・・・・・・・・・・・・・・〔未定：開催：真鶴町〕
⑷単位クラブリーダー新任会長等研修会・・・・・・・・・〔未定：開催：湯河原町〕
⑸ゆめクラブ大学事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔8月1日㈫〕
⑹地域支援事業担い手養成研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔12月上旬予定〕

日  時 内  容 講  師

第
1
回

8/3㈭
13：30〜

15：30

開講式
・講話
「高齢の転倒・骨折予防について」

小田原市立病院医師
上杉　昌章 氏

第
２
回

9/7㈭
13：30〜

15：30

・講話
「高齢期における口腔ケアと口腔
機能の維持・向上について」

小田原歯科医師会
理事（地域医療担当）

西山　幸仁 氏
歯科衛生士

小林　和代 氏

第
３
回

11/29㈬
13：30〜

15：30

・講話
「高齢期に知っておきたい薬の知識
について」

めぐみ薬局薬剤師
清水　一恵 氏

第
４
回

1/25㈭
13：30〜

15：30

・講話
　「介護保険制度について」 
閉講式

小田原市高齢介護課

平成 29 年度 事業計画

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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単
位
ク
ラ
ブ

　
　
　
活
動
報
告

久
野
地
区

上
府
中
地
区

宮
本
あ
ゆ
み
ク
ラ
ブ　

会
長 
北
村　

時
夫　
　
　
　
　

男
31・女
58　

計
89

正
寿
会
　
　
　
　
　
会
長 

府
川　

正
子　
　
　
　
　

男
７・女
33　

計
40

総会員数
１２９

会員数
 

活
動
経
歴

　

久
野
地
区
は
小
田
原
市
の
西
部
に
位
置
し

面
積
は
28
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、北
部
は
南

足
柄
市
と
、西
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
箱
根
町

と
の
境
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
市
域
で
は

北
東
部
か
ら
南
東
部
に
か
け
て
富
水
、二
川
、

芦
子
、大
窪
地
区
と
接
し
て
い
ま
す
。西
部
は

箱
根
連
山
に
連
な
る
山
地
で
、明
星
ヶ
岳
、塔

の
峯
の
東
斜
面
と
な
っ
て
お
り
、明
神
ヶ
岳
へ

の
登
山
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。地
域
の
西
か
ら

東
に
か
け
て
久
野
川
が
流
れ
、東
側
を
小
田

原・厚
木
自
動
車
専
用
道
路
が
通
っ
て
い
て
、豊

か
な
里
地
里
山
を
も
つ
、自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。

　

久
野
地
区
に
は
２
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、活
動
は
単
位
ク
ラ
ブ
毎
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
区
合
同
で
の
活
動
は
、「
ペ
タ
ン
ク
大

会
」「
バ
ス
旅
行
」「
初
詣
」「
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」「
市
老
連
大
会
」と
年
２
回
の
研
修

旅
行
で
す
。

 

ク
ラ
ブ
の
活
動

　

単
位
ク
ラ
ブ
で
は
親
睦
を
兼
ね
た
定
例
会

を
月
に
１
回
行
い
、業
務
の
伝
達
と
会
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、お
茶
会
と
歌
や
ゲ
ー
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
三
世
代
交
流
で
保
育
園
児

達
と
仲
良
く
交
流
し
、そ
の
後
、日
赤
奉
仕
団

の
方
々
と
の
食
事
会
を
通
し
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。小
学
校
の「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」に
は

老
人
会
と
し
て「
昔
の
遊
び
」で
の
参
加
を
１

年
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

 

課
題　

　

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
仲
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
大
切
に
な
り
友
愛
の
心
を
育

て
る
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

若
い
会
員
の
加
入
が
な
く
、役
員
に
な
る
人

が
い
な
い
。ど
う
し
た
ら
魅
力
あ
る
活
動
が
で

き
る
か
考
え
て
お
り
ま
す

（
文・正
寿
会
会
長 

府
川　

正
子
）

総会員数
484

高
田
第
一
福
寿
会
　
会
長 

磯
崎　
　

衛　
　
　
　
　

男
39・女
28　

計
67

高
田
第
二
福
寿
会
　
会
長 

杉
崎　

一
博　
　
　
　
　

男
43・女
27　

計
70

八
千
代
会
第
二
　  

会
長 

原
田　
　

博　
　
　
　
　

男
42・女
19　

計
61

永
塚
睦
会　
　
　

  

会
長 

川
本　

洋
二　
　
　
　
　

男
30・女
35　

計
65

大
友
第
一
長
寿
会 　
会
長 

小
泉　

郁
夫　
　
　
　
　

男
39・女
44　

計
83

大
友
第
二
長
寿
会　

会
長 

松
嶋　

克
夫　
　
　
　
　

男
32・女
40　

計
72

延
雄
清
睦
会　
　

  

会
長 

伊
東　

修
吉　
　
　
　
　

男
36・女
30　

計
66

会員数

 

ク
ラ
ブ
の
現
況

　

上
府
中
地
区
は
単
位
ク
ラ
ブ
が
７
ク
ラ

ブ
在
り
、お
の
お
の
独
自
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。全
体
的
に
毎
月
の
定
例
会
合
、地
区

内
の
神
社
、公
園
等
の
清
掃
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
単
位
ク
ラ
ブ
に
よ
っ

て
は
、カ
ラ
オ
ケ
、マ
ー
ジ
ャ
ン
、折
り
紙
、手

芸
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
様
々
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

 

自
治
会
連
合
会
の
活
動
に
参
加

　

平
成
27
年
８
月
上
府
中
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、自
治
会
連
合
会
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
児
童
委
員

な
ど
地
域
の
多
く
の
団
体
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
、そ
の
中
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も

参
加
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
は
３
分
科
会

に
別
れ
て
い
ま
す
。
設
立
以
来
毎
月
１
回

会
合
が
あ
り
、一
つ
は
文
化
、教
育
。上
府

中
地
区
の
歴
史
マ
ッ
プ
を
作
り
史
跡
巡
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
、福
祉
。高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、

い
き
い
き
健
康
教
室
、高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
等
が
あ
り
各
地
区
単
位
で
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
を
開
催(

お
茶
飲
み
会)

ダ
ー
ツ
、ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、折
り
紙
、囲
碁
将
棋
、健

康
教
室
、頭
の
体
操
等
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
、地
域
振
興
で
は
、上
府
中
地

区
安
心
、安
全
、環
境
衛
生
と
美
化
活
動
、

空
き
家
情
報
マ
ッ
プ
等
を
作
成
し
見
直
し

を
し
て
い
ま
す
。防
災
訓
練
に
中
学
生
参

加
者
へ
の
支
援
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
分
科
会
の
会
合
に
毎

月
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
は
参
加
し
て
い
ま

す
。

（
文・連
合
会
長 

小
泉　

郁
夫
）

高
田
第
二
福
寿
会

結
成
時
期

昭
和
35
年
９
月
26
日

活
動
経
歴

　

会
員
の
幸
と
長
寿
を
願
い
昭
和
35
年
に

高
田
福
寿
会
が
結
成
さ
れ
会
員
の
増
加

に
伴
い
昭
和
50
年
４
月
１
日
高
田
第
一
福

寿
会
と
高
田
第
二
福
寿
会
に
分
割
し
ま
し

た
。昭
和
60
年
９
月
に
分
割
10
周
年
を
記

念
し
て
福
祉
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
経
歴

平
成
７
年
11
月 

県
知
事
表
彰

　
　
「
地
域
の
美
化
活
動
」

平
成
20
年
６
月 

環
境
大
臣
表
彰

　
　
「
地
域
の
美
化
活
動
」

平
成
20
年
７
月 

市
老
連
会
長
表
彰

　
　
「
Ｇ・Ｇ
ク
ラ
ブ
活
動
」

高
田
第
二
福
寿
会
の
現
況

　

上
府
中
地
区
の
南
に
位
置
す
る
単
位
ク

ラ
ブ
で
田
園
や
工
場
が
あ
る
高
田
別
堀
連

合
自
治
会
内
に
住
ん
で
い
る
会
員
で
組
織

し
て
い
ま
す
。

 

ク
ラ
ブ
の
活
動

１
．総
会
及
び
福
祉
大
会

総
会
は
４
月
、福
祉
大
会
は
９
月
に
定
例

会
と
合
わ
せ
て
開
催
。毎
月
１
回
定
例
会

を
開
催
し
、会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
伝

達
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
．グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

　

 

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
活
動

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
週
２
回
運
動
広
場

で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
は
公
民
館
で
週
２
回
名
人
争
い
を
し
て

い
ま
す
。

３
．神
社
境
内
と
遊
園
地
の
清
掃

定
例
会
の
日
の
午
前
中
に
２
班
で
実
施
、作

業
の
前
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
．そ
の
他

自
治
会
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

（
文・会
長 

杉
崎　

一
博
）
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前
羽
地
区

曽
我
地
区

総会員数
388

上
曽
我
千
歳
会　
　
　

 

会
長 

鳥
居　

明
男　
　
　
　
　

男
29・女
47　

計
76

曽
我
大
沢
八
千
代
会　

会
長 

川
本　

博
之　
　
　
　
　

男
28・女
24　

計
52

中
河
原
高
砂
会　
　
　

 

会
長 

加
藤　

時
雄　
　
　
　
　

男
36・女
42　

計
78

鬼
柳
寿
会　
　
　
　
　

 

会
長 

市
川　

義
弘　
　
　
　
　

男
20・女
29　

計
49

鬼
柳
団
地
ゆ
め
ク
ラ
ブ　

会
長 

田
中　

章
悟　
　
　
　
　

男
18・女
35　

計
53

下
大
井
長
寿
会　
　
　

 

会
長 

田
中　

正
男　
　
　
　
　

男
40・女
40　

計
80

会員数

総会員数
256

西
長
楽
会　
　
　

  　

会
長 

椎
野　

高
行　
　
　
　
　

男
36・女
43　

計
79

中
宿
長
楽
会　
　

  　

会
長 

坂
口　
　

修　
　
　
　
　

男
21・女
31　

計
52

向
原
長
楽
会　
　

  　

会
長 

杉
山　

栄
一　
　
　
　
　

男
29・女
29　

計
58

町
屋
長
楽
会　
　

  　

会
長 

大
井
川
悦
雄　
　
　
　
　

男
12・女
19　

計
31

羽
根
尾
長
楽
会　

  　

会
長 

北
村　

和
夫　
　
　
　
　

男
18・女
18　

計
36

会員数

 

地
域
と
ク
ラ
ブ
名

　

前
羽
地
区
は
小
田
原
市
の
１
番
東
側
に
あ

り
、前
に
相
模
湾
を
、後
ろ
は
ミ
カ
ン
山
に
囲

ま
れ
、国
道
一
号
線
沿
い
に
位
置
し
ま
す
。地

区
に
は
五
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
り
夫
々
地

区
名
の
後
に「
長
楽
会
」を
付
け
て
い
ま
す
。

 

ク
ラ
ブ
の
活
動

地
区
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

生
活
を
豊
か
に
す
る
活
動

　

日
帰
り
バ
ス
旅
行
、初
詣
バ
ス
旅
行
、湯
治

旅
行(

１
泊)

が
あ
り
毎
年
楽
し
み
に
参
加
し

て
い
ま
す
。し
か
し
最
近
湯
治
旅
行
の
参
加
者

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、内
容
の
見
直
し
が
待

た
れ
ま
す
。

地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動

　

前
羽
海
岸
の
清
掃
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
海
の
日
に
海
岸
の
ゴ
ミ
回
収
を
し
て
い

ま
す
。ま
た
社
会
奉
仕
の
日
と
し
て
９
月
の
神

社
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
、御
旅
所
と
な
る
公
園

の
除
草
、清
掃
を
し
て
い
ま
す
。夏
祭
り
で
は

主
導
的
な
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
活
動

　

前
羽
長
楽
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

春
と
秋
に
開
催
さ
れ
ま
す
。今
年
で
30
回
目

と
な
る
記
念
の
大
会
が
楽
し
み
で
す
。
会
員

以
外
の
地
域
の
方
々
に
も
輪
を
広
げ
て
会
員

増
強
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
。

女
性
部
の
活
動

　

各
地
区
の
女
性
部
長
が
中
心
に
な
っ
て
毎

月
２
回
、手
芸
、踊
り
、料
理
な
ど
多
彩
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。交
流
を
深
め
る
良
い
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

囲
碁
、麻
雀
の
サ
ロ
ン
活
動

　

囲
碁
と
マ
ー
ジ
ャ
ン
毎
月
２
回
、地
区
社
協

の
協
力
を
得
て
、前
羽
福
祉
会
館
で
行
っ
て
い

ま
す
。向
原
長
楽
会
か
ら
も
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

総
会
の
楽
し
み

　

５
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
な
る「
前
羽
長

楽
会
」の
総
会
の
後
に
行
っ
て
い
る
懇
親
会
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。昼
食
の
後
に
行
わ
れ

る
懇
親
会
で
は
各
地
区
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
目
を
披
露
し
あ
い
ま
す
。１
人
の
出
し

物
は
少
な
く
し
て
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
合
唱

し
、元
気
に
、楽
し
く
、そ
し
て
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。市
老
連
大
会
で
出
演
し
た
踊
り
を

披
露
、ま
た
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員

と
も
ど
も
踊
り
に
感
動
し
て
い
ま
す
。今
年
の

出
し
物
の
踊
り
は
何
か
と
、今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。（

文・連
合
会
長 

杉
山　

栄
一
）

 

ク
ラ
ブ
の
現
況

　

曽
我
の
郷
は
霊
峰
富
士
と
箱
根
連
山
を

一
望
で
き
る
曽
我
山
の
麓
、川
東
地
域
に

位
置
し
、環
境
穏
や
か
で
人
情
豊
か
な
郷

に
６
ク
ラ
ブ
の
老
人
会
組
織
が
存
在
し
て

い
ま
す
。こ
こ
に
３
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
致
し

ま
す
。

上
曽
我
千
歳
会

ク
ラ
ブ
結
成
時
期 

　
　

昭
和
41
年
４
月
１
日

主
な
年
間
行
事

　

春・秋
の
彼
岸
千
体
堂
念
仏 

春・夏
の
馬

頭
観
音
念
仏
を
女
性
会
員
が
鐘
を
た
た
き

念
仏
を
唱
え
感
謝
の
気
持
ち
を
奉
げ
て
い

ま
す
。そ
の
後
懇
親
会
で
情
報
交
換
と
親
睦

を
図
り
つ
つ
、演
歌
唱
歌
を
大
き
な
声
で
合

唱
健
康
寿
命
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
懇
親
会
の
席
で
は
会
員
及

び
会
員
の
友
達
の
協
力
を
い
た
だ
き
演
芸

を(

創
作
踊
り
、バ
ン
ド
演
奏
で
フ
ラ
ダ
ン
ス

等)

鑑
賞
し
ま
し
た
。今
後
も
同
様
な
機
会

を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
年
に

１
回
程
度
市
高
齢
介
護
課
等
に
お
願
い
し
て

「
出
前
講
話
」を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
老
化

防
止
と
知
識
知
恵
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

(

文・会
長 

鳥
居　

明
男)

下
大
井
長
寿
会

ク
ラ
ブ
結
成
時
期（
再
結
成
）

　
　

平
成
17
年
4
月
1
日

　

私
た
ち
新
生
長
寿
会
は
今
年
で
発
足

12
年
を
迎
え
ま
し
た
。一
時
活
動
が
停
滞

し
自
然
消
滅
の
形
で
し
た
が
そ
の
後
、役

員
、会
員
の
協
力
に
よ
り
活
動
を
再
開
し
、

市
老
連
で
の
活
動
も
併
せ
て
開
始
し
ま
し

た
。

 

ク
ラ
ブ
の
活
動

環
境
美
化
活
動

　

春
・
秋
、会
員
多
数
の
参
加
を
得
て
空
き

缶
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
市

に
処
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は

自
治
会
の
役
員
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ

き
大
き
な
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
敬
老
の
日
」記
念
品
の
配
布

毎
年
敬
老
の
日
に
全
会
員
に
記
念
品（
お

赤
飯
と
粗
品
）を
役
員
が
会
員
宅
を
訪
問

し
て
一
声
か
け
状
況
把
握
し
な
が
ら
配
布

し
て
い
ま
す
。

新
年
会

　

毎
年
新
年
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。当

日
は
昼
食
を
は
さ
み
市
の「
出
前
講
座
」を

利
用
し
会
員
の
親
睦
を
図
り
ま
す
。例
え

ば
最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
寸
劇
を

交
え
て
身
近
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

(

文・会
長 

田
中　

正
男)

中
河
原
高
砂
会

ク
ラ
ブ
結
成
時
期

　
　

昭
和
41
年
４
月
１
日

　

高
砂
会
は
曽
我
梅
林
の
中
の
一
つ
、中

河
原
梅
林
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

い
る
中
河
原
自
治
会
会
員
で
組
織
し
て
い

ま
す
。毎
年
総
会
で
決
定
し
た
行
事
計
画

を
役
員
が
先
頭
に
立
っ
て
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

年
間
行
事
計
画

　

飲
食
を
伴
う
新
年
会
、昼
食
を
と
り
な

が
ら
の
懇
親
会（
年
２
回
）、毎
月
１
回
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
、女
性
会
員
の
折

り
紙
教
室
。ま
た
自
治
会
と
一
緒
に
年
３

回
ほ
ど
区
内
の
美
化
清
掃
運
動
に
積
極
参

加
。最
近
で
は
美
化
運
動
の
成
果
で
地
域

を
流
れ
る「
砂
留
田
川
」に
は
夏
の
夕
暮
れ

蛍
が
飛
び
交
う
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
諸
行
事

を
通
し
て
、会
員
相
互
の
意
思
疎
通
を
図

り
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

文・会
長 

加
藤　

時
雄)

 

曽
我
地
区

 

各
ク
ラ
ブ
共
通
の
事
業

一
、友
愛
訪
問
活
動
、寝
た
き
り
の
方・独
居

の
方
な
ど
を
対
象
に
民
生
委
員
の
協
力
を

得
て
見
守
り
と
戸
別
訪
問
し
て
状
況
の
把

握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
、学
童
の
下
校
時
、グ
ル
ー
プ
編
成
し
て

防
犯
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

三
、市
指
定
の
旅
館
を
利
用
し
て
年
１
回
、

一
泊
会
員
親
睦
旅
行
を
行
い
、夜
は
食
事

を
し
な
が
ら
歓
談
と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み

脳
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。復
路
で
は
名

所
旧
跡
等
々
の
見
学
を
行
い
ま
す
。

四
、新
規
会
員
の
加
入
促
進
活
動
。

(

文・連
合
会
長 

鳥
居　

明
男)
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11

1
中間監査

常任理事会
理事会

・中間監査報告について　・交通安全について　・市老連大会について
・創友クラブ　グラウンドゴルフ大会について
・老人クラブ加入促進運動中間報告について
・福祉友愛募金のお礼と結果について
・シルバースポーツ大会の結果について、他

おだわら総合医療福祉会館

2 女性部研修会(市高齢介護課共催)
「食で生き生き栄養教室」
（Ｅブロック　曽我・下曽我・上府中地区対象）

梅の里センター

9 小田原創友クラブグラウンドゴルフ大会 大会開催 酒匂川スポーツ広場

11 慰霊塔の清掃 富水・東富水・曽我地区 市慰霊塔

15 第51回小田原市老人クラブ連合会大会 ・式典　一般表彰　団体：１団体　功労者：18名 小田原市民会館

30
老人大学　第3回

受講者と医師の対話集会
・講話「薬の正しい使い方」
　講師　小田原薬剤師会　斉藤　昌久　先生

おだわら総合医療福祉会館

12

15
常任理事会

理事会

・春季研修旅行の見積もり検討会
・単位クラブ会長研修会について
・加入促進運動について
・春季研修旅行について　他

おだわら総合医療福祉会館

1
12

常任理事会
理事会

・単位クラブ会長研修会について
・春季研修旅行について
・市老連会員加入促進運動について　他

おだわら総合医療福祉会館

19 老人大学　第4回
・講話「介護保険の話」
　講師　市高齢介護課　介護給付係長　竹内　宏延　氏

おだわら総合医療福祉会館

26 女性部研修会(市高齢介護課共催) 「食で生き生き栄養教室」（Ａブロック　緑・新玉・山王網一色地区） 保健センター

2
8～9 単位クラブ会長研修会

・講話「“自分”を見つめ“今”をより良く」
　講師　神奈川県行政書士会　小田原支部
　　行政書士　雑賀　美治　氏

ホテルおかだ

15 老人大学　第5回
・講話「高齢期の介護予防」～いつまでも元気に暮らすために～
　講師　市高齢介護課　保健師　伊藤　真弓　氏

・閉講式
おだわら総合医療福祉会館

3

7
常任理事会

理事会

・還付金サギについて
・平成29年度単位クラブ市補助金について
・敬老行事の見直しについて
・平成29年度春季研修旅行について
・友愛チーム関係提出書類について
・女性部会について
・平成29年度単位クラブ役員等報告書について
・加入促進運動の報告書について　他

おだわら総合医療福祉会館

10 慰霊塔の清掃 万年・片浦・芦子地区 市慰霊塔

15 旅行責任者会議 春季研修旅行説明会 おだわら総合医療福祉会館

23 女性部会
・平成28年度女性部事業報告について
・平成29年度女性部事業計画について　・その他

おだわら総合医療福祉会館

月 日 事業（会議）名 内　　容 場　所
9 10 慰霊塔の清掃 十字・二川・下曽我地区 市慰霊塔

20 常任理事会

・第51回小田原市老人クラブ連合会大会について
・生きがいふれあいフェスティバルについて
・小田原創友グラウンドゴルフ大会について
・小田原創友クラブだより第68号について
・第43回シルバースポーツ大会について
・県老連理事長表彰審査結果について

おだわら総合医療福祉会館

25～27
秋季研修旅行

第1班　久野・緑・豊川・山王網一色・大窪・早川・下中・新玉地区 紅葉の宮城蔵王と城下町米沢・南東北
の旅～蔵王のお釜・上杉神社・国宝白
水阿弥陀堂・塩崎・いわき復興の足跡～28～30 第2班　下府中・足柄・富士見・万年・芦子・東富水・桜井・二川地区

28
西湘ブロック

「高齢者訪問支援活動推進員研修会」

・講座①「友愛活動実施要綱改正について」
講師　神奈川県老人クラブ連合会　松田　冴子　氏

・講座②「高齢者訪問活動における健康維持について」
講師　小田原ヤクルト販売株式会社　水野　　行　氏

・講座③「認知症とその予防について」
講師　箱根町福祉部健康福祉課　保健師　水野　良子　氏

箱根町老人福祉センター

10
３～５ 秋季研修旅行 第3班　曽我・上府中・幸・十字・下曽我・国府津・富水・酒匂地区

紅葉の宮城蔵王と城下町米沢・南東北
の旅～蔵王のお釜・上杉神社・国宝白
水阿弥陀堂・塩崎・いわき復興の足跡～
参加者239名

６ 女性部研修会 「食で生き生き栄養教室」（Ｆブロック　前羽・下中地区対象） 前羽福祉館

10 慰霊塔の清掃 酒匂・久野地区 市慰霊塔

14
生きがいふれあいフェスティバル

シルバー作品展
＊出展・329作品

シルバー作品展搬入

生きがいふれあいセンターいそしぎ
15 シルバー作品展展示

16 シルバー作品展展示・3世代交流事業

17 シルバー作品展搬出

17 シルバースポーツ大会実行委員会 第43回シルバースポーツ大会について 生きがいふれあいセンターいそしぎ

20 財務部会 上半期予算執行状況確認 おだわら総合医療福祉会館

26 第43回シルバースポーツ大会 優勝　曽我地区　準優勝　下曽我地区　第3位　片浦地区 酒匂川スポーツ広場

市
老
連
主
要
行
事
報
告
（
平
成
28
年
9
月
〜
平
成
29
年
３
月
分
）

（ 8 ）第  69 号平成 29 年（2017 年）8 月発行 小田原創友クラブ



旅 行 記
　

出
発
の
朝
は
青
空
が
広
が
り
、楽
し
い
旅
に
な
り

そ
う
な
予
感
が
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
明
治
村
は
今
回
の
旅
行
で
私
が
一
番

行
き
た
か
っ
た
所
で
す
。村
内
の
ホ
ー
ル
で
昼
食
を

と
っ
た
後
、村
内
め
ぐ
り
に
出
ま
し
た
。

　

ま
ず
、村
営
バ
ス
に
乗
っ
て
五
丁
目
の
帝
国
ホ
テ

ル
前
ま
で
行
き
ま
し
た
。村
は
一
丁
目
か
ら
五
丁

目
ま
で
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。帝
国
ホ
テ
ル
は
大
谷

石
の
重
厚
な
造
り
で
、昔
ま
だ
東
京
に
あ
っ
た
頃
に

あ
こ
が
れ
て
見
て
い
た
建
物
そ
の
ま
ま
で
し
た
。ロ

ビ
ー
に
入
る
と
床
に
赤
い
絨
毯
が
敷
か
れ
、急
に

偉
く
な
っ
た
様
な
気
が
し
て
、欧
米
に
負
け
た
く
な

い
と
い
う
明
治
の
人
の
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

五
丁
目
は
他
に
も
、金
沢
監
獄
中
央
看
守
所
や

監
房
、前
橋
監
獄
雑
居
房
、東
京
駅
警
備
巡
査
派
出

所
、宮
津
裁
判
所
等
が
あ
り
、金
沢
監
獄
の
正
門
を

出
た
時
に
は
何
と
な
く
ほ
っ
と
し
た
気
分
に
な
り

ま
し
た
。

　

木
造
の
と
て
も
教
会
に
は
見
え
な
い
聖
ザ
ビ
エ

ル
天
主
堂
や
、手
紙
を
入
れ
る
と
十
年
後
に
届
け

て
く
れ
る
宇
治
山
田
郵
便
局
舎
な
ど
興
味
深
い
建

物
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

四
丁
目
に
は
、シ
ア
ト
ル
や
ハ
ワ
イ
、ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
移
築
し
た
移
民
集
会
所
、住
宅
な
ど
簡
素
な
貧

し
そ
う
な
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
園
寺
公
望
別
邸
は
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、明
治
・
大
正
の
政
治
を
動
か
し
て

い
た
人
の
別
荘
に
し
て
は
、贅
沢
な
感
じ
は
せ
ず
人

柄
を
表
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
旅
館
を
出
る
時
に
振
り
出
し
た
雨

も
、見
学
地
に
着
く
こ
ろ
に
は
止
ん
で
、熱
田
神
宮

も
名
古
屋
城
も
、ゆ
っ
く
り
と
見
学
で
き
ま
し
た
。

名
古
屋
城
の
桜
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

創
友
ク
ラ
ブ 

春
季
研
修
旅
行

「
桜
舞
う
日
本
名
城
と

 

博
物
館
明
治
村
見
学
」

片
浦
地
区
高
砂
会

宮
本
多
喜
子

日程 行　程

第
1
日

小田原各地＝大井松田 IC ＝＜東名＞＝足柄 SA（集結）＝御殿場 IC ＝＜東富士五湖道・中央＞＝双葉 SA（休憩）＝安曇野 IC

= 安曇野スイス村（昼食）= 道の駅小谷（休憩）= 糸魚川 IC= ＜北陸道＞＝黒部 IC ＝黒部名水めぐり（生地）＝魚津市内「宿泊」

■ご宿泊ホテル 日本の名湯　金太郎温泉　TEL：0765 ー 24 ー 1220

第
２
日

 金太郎温泉 = 魚津 IC= ＜北陸道＞ = 立山 IC= 立山あるぺん村（休憩）＝＜立山有料道路＞＝弥陀ヶ原（高原の紅葉を車窓にて）

= 室堂（秋色景色のみくりが池散策）= ＜立山有料道路＞ = 立山あるぺん村（昼食）= 立山 IC= ＜北陸道＞＝砺波 IC

＝井波別院瑞泉寺（彫刻で有名 / 参拝）・門前石畳の町並み（散策）＝砺波 IC ＝＜北陸道＞＝魚津 IC ＝魚津市内「連泊」

第
３
日

金太郎温泉 = 魚津、諏訪神社（たてもん祭り会場 / 豊漁の神参拝）= 魚津埋没林博物館（見学）= ＜北陸道＞ = 能生 IC

= マリンドーム能生（海産物の買物）= 能生 IC= ＜北陸道・上信越道＞ = 長野 IC ＝信州そば蔵（昼食）＝＜上信越道・関越道＞

= 上里 SA（休憩）=（軽夕食付）= ＜圏央道＞ = 厚木 PA（休憩・解散式）＝＜小田原厚木道または東名＞＝小田原各地

※この旅程は運輸機関のダイヤ改正及び各地の道路状況等により多少時間が変更になる場合がございます。
※ 出発日により、見学順が変更になる場合があります。

平成29年度 小田原創友クラブ秋季研修旅行

班 日　程 地　区

1班 9/26㈫〜 9/28㈭ 下中・十字・芦子・豊川・桜井・富士見・酒匂・山王網一色・早川・
大窪・緑

2班 10/1㈰〜10/3㈫ 幸・足柄・二川・東富水・下曾我・片浦・前羽・富水

班 日　程 地　区

3班 10/3㈫〜10/ 5㈭ 万年・久野・国府津・上府中・曽我・下府中・
新玉

（お１人様）

43,500円
〜魚津・金太郎温泉でゆったり連泊の旅〜

＜宿泊先＞
魚津市内
日本の名湯　金太郎温泉（連泊）

紅葉の立山黒部アルペンルートを貸切バスで行く
秋色景色の室堂と弥陀ヶ原高原

■申込方法／最寄りのクラブ会長様に旅行代金を添えてお申し込み下さい
■お問い合わせ／小田原市老人クラブ連合会事務局

　　　　　　　　　TEL 0465（32）5800
　もしくは最寄りのクラブ会長様へ

旅行取扱会社
 ㈱小田急トラベル
　　小田原販売センター
TEL 0465（22）0801

7:00 ー 7:45 発 8:15 ー 8:30 10:00 ー 10:20

11:30 ー 12:30 14:00 ー 14:20 15:30 ー 16:20 16:40 頃着

8:00 発 8:50 ー 9:10

10:30 ー 11:30 12:40 ー 13:30

8:30 発

14:30 ー 15:00 15:00 ー 15:45 16:45 頃着

8:45 ー 9:05　※たてもん祭り「ユネスコ無形文化遺産」 9:10 ー 9:50

10:50 ー 11:20 12:40 ー 13:40

15:05 ー 15:25 16:45 ー 17:05 18:00 ー 18:45 頃着

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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一
泊
二
日
の
愛
知
観
光
名
所
を

満
喫
の
旅
は
、下
府
中
地
区
は
第

４
班
で
４
月
６
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
宿
泊
先

の
突
然
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の

予
定
の
参
加
者
全
員
が
バ
ス
に
乗

り
小
田
原
を
出
発
し
て
駿
河
沼
津

Ｓ
Ａ
で
他
の
バ
ス
３
台
と
合
流
、結

団
式
を
行
い
一
路
明
治
村
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

　

空
模
様
が
心
配
さ
れ
る
中
、明

治
村
に
到
着
、記
念
写
真
を
撮
っ

た
後
昼
食
を
済
ま
せ
て
園
内
に
入

り
ま
し
た
。広
大
な
敷
地
に
点
在

す
る
多
く
の
建
物
を
ど
こ
か
ら
見

る
の
が
良
い
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、園
内
乗
り
放
題
の
バ
ス
で
取

り
敢
え
ず
終
点
の
帝
国
ホ
テ
ル
前

ま
で
行
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
バ
ス

を
降
り
る
と
間
も
な
く
雨
が
降
っ

て
き
ま
し
た
。
仕
方
な
く
帝
国
ホ

テ
ル
に
雨
宿
り
し
な
が
ら
素
晴
ら

し
い
建
物
を
拝
見
し
ま
し
た
。２

階
の
喫
茶
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
雨

の
や
む
の
を
待
ち
ま
し
た
が
雨
が

や
ま
な
い
の
で
見
学
を
諦
め
て
バ

ス
で
正
門
に
戻
り
ま
し
た
。
雨
に

は
勝
て
ず
に
残
念
。

　

雨
の
中
を
本
日
の
宿
泊
地「
昼

神
温
泉
湯
本
ホ
テ
ル
阿
智
川
」に

到
着
し
ま
し
た
。到
着
後
早
速
宿

自
慢
の
温
泉
へ
、源
泉
か
け
流
し

の
洞
窟
風
呂
を
満
喫
し
、す
べ
す

べ
し
た
美
肌
の
湯
は
大
満
足
で
し

た
。
皆
が
楽
し
み
の
宴
会
も
お
お

い
に
盛
り
上
が
り
第
１
日
を
終
わ

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
朝
か
ら
雨
の
降
る
中

の
出
発
で
し
た
が
熱
田
神
宮
に

到
着
す
る
頃
に
は
雨
も
や
み
本
宮

（
ほ
ん
ぐ
う
）伊
勢
神
宮
と
ほ
ぼ

同
様
の
神
明
造
り
に
参
拝
、お
日

柄
が
良
か
っ
た
の
か
厳
か
な
結
婚

式
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

次
に
桜
の
名
所「
名
古
屋
城
」を

見
学
し
ま
し
た
。雨
も
止
み
記
念

写
真
を
撮
り
城
内
を
散
策
、桜
は

満
開
を
迎
え
て
お
り
み
ん
な
大
興

奮
で
し
た
。
枝
垂
桜
を
は
じ
め
染

井
吉
野
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
満
開

で
我
々
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
突
然
の
雨
で
見
学
が
中

途
半
端
な
う
っ
憤
を
名
古
屋
城
の

桜
が
見
事
に
晴
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

名
古
屋
ビ
ー
ル
園「
浩
養
園
」で

昼
食
後
バ
ス
は
一
路
小
田
原
に
向

け
て
出
発
、車
内
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
全
員
無
事
に
小

田
原
に
到
着
し
ま
し
た
。

特
別
投
稿
の
旅
行
記

　

箱
根
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
計
画
で
実
施
さ
れ
た
旅
行
記
を

「
小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」に
投
稿
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
を
迎
え
た
箱
根
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
最
初
の
事
業
が
春
季
の
旅
行
で
あ
る
。例
年
で
は
多

く
が
観
光
地
め
ぐ
り
で
あ
っ
た
が
、今
年
は
会
員
の
親
睦

と
と
も
に
、あ
の
大
震
災
か
ら
６
年
を
過
ぎ
た
東
北
３

県
を
、復
興
支
援
を
兼
ね
て
自
分
た
ち
の
目
で
見
た
い

と
役
員
会
で
決
定
し
た
。

　

５
月
16
日
か
ら
18
日
の
日
程
で
、大
型
バ
ス
で
の
長

旅
で
あ
っ
た
が
18
人
の
会
員
が
参
加
し
、バ
ス
乗
務
員
２

名
、バ
ス
ガ
イ
ド
１
名
と
旅
行
業
者
１
名
の
計
22
名
に
よ

り
、午
前
７
時
30
分
に
箱
根
湯
本
を
出
発
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、小
田
原
厚
木
道
路
か
ら
圏
央

道
、東
北
道
と
、渋
滞
も
な
く
新
緑
の
野
山
を
見
な
が
ら

進
ん
だ
。２
時
間
に
１
度
の
休
憩
を
と
り
、昼
食
は
車
中

の
弁
当
で
あ
っ
た
。バ
ス
は
快
適
に
東
北
道
を
北
に
向
か

っ
て
進
ん
だ
が
、仙
台
南
部
道
に
入
る
と
、震
災
に
よ
り

倒
れ
た
ま
ま
の
住
宅
、屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け
ら

れ
た
住
宅
や
、山
崩
れ
の
跡
が
見
え
て
き
た
。道
路
で
行

き
違
う
自
動
車
も
、復
旧
工
事
用
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

１
日
目
の
宿
は
気
仙
沼
温
泉
で
、夕
日
が
海
に
沈
む

こ
ろ
に
宿
に
着
い
た
。

　

２
日
目
も
天
気
は
良
く
、参
加
者
は
み
な
元
気
で
、バ

ス
は
陸
前
高
田
の
奇
跡
の
一
本
松
へ
と
向
か
っ
た
。
震

災
前
に
は
海
岸
線
に
７
万
本
の
松
が
あ
り
、名
所
と
し

て
知
ら
れ
、夏
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
海
水
浴
場
で
あ
っ

た
。ま
た
防
風
林
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
が
、震
災
後
は
１
本
し
か
残
ら
ず
、今
で
は
奇
跡
の

一
本
松
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。海
岸
線
は
広
く

長
く
、海
が
見
え
な
い
く
ら
い
の
高
さ
の
防
波
堤
工
事
が

進
め
ら
れ
、陸
地
で
は
３
ｍ
く
ら
い
の
高
さ
の
盛
土
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。住
民
の
姿
は
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、工
事
作
業
員
と
ダ
ン
プ
カ
ー
、そ
し
て
仮
設
の
コ
ン

ビ
ニ
し
か
な
く
、住
民
が
い
つ
戻
っ
て
生
活
で
き
る
の
か

見
当
が
つ
か
な
い
ほ
ど
の
現
状
で
あ
っ
た
。誰
も
が
想
像

で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
、考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な

津
波
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

バ
ス
は
三
陸
鉄
道
の
盛
駅
に
向
か
い
、釜
石
駅
ま
で
50

分
間
、南
リ
ア
ス
線
に
乗
車
し
た
。バ
ス
の
車
窓
と
違
い
、

津
波
の
怖
さ
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。電

車
の
中
で
乗
客
の
方
に
話
を
聞
い
た
が「
海
岸
線
は
津

波
が
30
ｍ
く
ら
い
で
多
く
の
河
川
で
は
河
口
か
ら
40
㎞

く
ら
い
逆
上
し
た
」と
話
し
て
い
た
。

釜
石
駅
か
ら
は
、バ
ス
で
大
槌
町
を
通
っ
て
浄
土
ヶ

浜
に
向
か
い
、遊
覧
船
で
穏
や
か
な
湾
内
を
40
分
間
遊

覧
し
た
。船
内
の
ガ
イ
ド
の
話
で
は「
津
波
は
30
ｍ
以
上

で
、湾
内
の
小
島
は
津
波
で
見
え
な
く
な
り
、乗
船
場
の

桟
橋
も
全
部
流
さ
れ
た
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。昼
食
を

と
っ
た
ホ
テ
ル
は
小
高
い
場
所
に
あ
っ
た
が
、「
津
波
で
３

階
ま
で
海
水
が
入
り
、室
内
の
も
の
は
全
部
流
さ
れ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

　

２
日
目
は
バ
ス
で
海
岸
線
を
通
り
、多
く
の
港
や
港

町
を
見
て
き
た
が
、復
旧
工
事
が
進
み
、海
が
見
え
な
い

ほ
ど
の
高
さ
の
防
波
堤
や
、陸
地
で
は
３
ｍ
以
上
の
高
さ

の
盛
り
土
の
宅
地
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、住
民
の

姿
は
あ
ま
り
見
え
な
か
っ
た
。２
日
目
の
宿
は
盛
岡
市
に

近
い
つ
な
ぎ
温
泉
の
宿
で
あ
っ
た
。

　

２
泊
３
日
の
バ
ス
旅
行
で
の
復
興
支
援
と
言
っ
て
も

何
も
で
き
な
い
が
、自
分
の
身
を
も
っ
て
地
震
、大
津
波
、

放
射
能
と
、二
重
三
重
と
い
っ
た
被
害
を
受
け
た
住
民
の

大
変
な
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
も
心
の
中

で
の
復
興
支
援
と
思
い
、罹
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も

早
く
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
帰
路
に
つ
い
た
。

創
友
ク
ラ
ブ 

春
季
研
修
旅
行

「
桜
舞
う
日
本
名
城
と

　
　
　
　

博
物
館
明
治
村
見
学
」

東
日
本
大
震
災

　
　
　

復
興
支
援
の
旅

下
府
中
地
区　

鴨
宮
二
区
第
二
長
寿
会　

細
田　

利
一

箱
根
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

上
野　

治
巳

写
真
提
供
：
あ
さ
ひ
国
際
旅
行
株
式
会
社
様

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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前
羽
地
区　

町
屋
長
楽
会　

大
井
川
悦
雄

美
辞
麗
句
嘘
方
便
の
結
婚
式

人
情
に
触
れ
た
く
何
度
も
道
の
駅

東
北
が
本
当
の
春
を
待
ち
わ
び
る

　
　
　
　

十
字
地
区　

銀
杏
の
会　

生
田
目
茂
子　

お
犬
様
鎮
座
ま
し
ま
す
乳
母
車

猿
か
ぞ
く
扶
養
家
族
の
如
く
く
る

　
　
　

酒
匂
地
区　

大
道
敬
和
会　

小
寺　

光
男

孫
押
せ
ば
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
車
椅
子

空そ
ら

の
涯は
て

ヤ
マ
ト
追
い
抜
く
ば
ば
の
雲

螽い
な
ごた
べ
爺じ
い

さ
ん
す
ご
い
と
褒ほ

め
ら
れ
る

　

富
水
地
区　

飯
田
岡
第
一
寿
会　

下
沢　

芳
郎

晩
酌
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
老
い
楽
し

晩
酌
の
至
福
は
妻
の
聞
き
上
手

・
90
歳
を
す
ぎ
た
私
の
一
番
の
楽
し
み
は
日
課
に
な
っ

て
い
る
晩
酌
の
ひ
と
時

・
晩
酌
の
と
も
は
い
つ
も
妻
が
そ
ば
で
話
し
相
手
を
し　

て
く
れ
る
一
番
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
ひ
と
時

　

富
水
地
区　

飯
田
岡
第
一
寿
会　

岡
田
チ
ヨ
子

草
鞋
は
き
通
学
す
る
の
は
常
だ
っ
た

　
　

不
幸
か
ん
じ
ず
皆
生
き
生
き
と　

ち
ち
、
は
は
の
居
ら
ぬ
古
里
足
遠
く　
　

　
　

あ
の
法
事
か
ら
八
年
が
経
つ

　
　
　

桜
井
地
区　

城
北
健
寿
会　

杉
山　

久
子

大
阪
場
所
ひ
い
き
相
撲
の
応
援
に

　
　

夕
べ
の
肉
じ
ゃ
が
お
焦
げ
と
な
り
ぬ

幼
き
日
若
き
日
初
老
と
時
を
す
ぎ

　
　

今
日
は
八
十
路
の
桜
見
上
げ
る

　
　
　

酒
匂
地
区　

大
道
敬
和
会　

小
寺　

光
男

そ
う
か
も
う
ば
あ
ば
ど
こ
に
も
い
な
い
の
か

　

情
け
な
い
や
ら
夢
醒
め
ぬ
や
ら

ば
ば
の
死
を
同
窓
会
へ
ご
報
告

　

県
立
平
塚
江
南
高
校

影
で
い
い
影
で
い
い
か
ら
そ
ば
に
居
て

　

八
十
六
歳
ば
ば
さ
ま
恋
し

　
　
　

富
水
地
区　

西
北
長
寿
会　

熊
坂　

千
枝

斑ま
だ
ら
ゆ
き
雪
と
け
て
富
士
山
夏
霞
か
す
み

無
人
寺
縁え

ん

の
下
の
蟻あ

り
じ
ご
く

地
獄　

　
　
　
　

十
字
地
区　

銀
杏
の
会　

生
田
目
茂
子

夏　

生
き
急
ぎ
寄
り
道
な
し
の
蝉
し
ぐ
れ

冬　

羽
子
板
の
助
六
抱
く
や
茶
髪
の
子

　
　
　

酒
匂
地
区　

大
道
敬
和
会　

小
寺　

光
男

撒
餌
待
ち
樋
に
連
な
る
雀
の
子

遠
く
富
士
亡ば

ば妻
の
ふ
る
里
梅
ま
つ
り

亡ば

ば妻
蒔
き
し
枇
杷
孫
の
背
を
越
し
に
け
り

　
　
　
　
　

万
年
地
区　

高
寿
会　

山
田　

和
子

新
緑
も
お
ど
り
を
見
せ
る
春
の
風

幼
児
に
綿
菓
子
思
う
雲
ふ
わ
り

太
陽
が
海
面
照
ら
す
ダ
イ
ヤ
な
り

　
　
　
　

下
曾
我
地
区　

相
生
会　

永
吉　

正
子

舞
姫
の
所
作
艶
や
か
や
新
年
会

曽
我
の
春
舞
う
人
唄
う
人
々
も

日
々
の
雑
感

酒
匂
地
区　

大
道
敬
和
会　

小
寺　

光
男

『小田原創友クラブ』70号（30年冬号）に原稿をお寄せください。

　単位老人クラブの活動している様子、特別な行事に参加してい

る様子など投稿してください。

（※活動している様子、行事の様子など写真を添付してください）

　日々の雑感（随想）、旅行記、俳句、短歌、川柳などお寄せ下さい。
∗紙面の都合で長文の場合は分量をカットまたは次号回しにする場

合があります。
∗二重投稿、発表済のものは受け付けません。
∗必ず氏名・地区名・クラブ名・電話番号を明記してください。

俳
　
句

短
　
歌

川
　
柳

曽
我
の
梅
ま
つ
り
⑵

曽
我
の
梅
ま
つ
り
⑴

一
、春
ま
だ
浅
き　

下
曽
我
の

　

  

満
山
薫
る　

梅
ま
つ
り

　

  

ば
あ
ば
に
一
回　

見
さ
せ
た
い

　

  

去
年
は
こ
こ
へ　

来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

二
、姪
に
連
れ
ら
れ　

同
窓
会
へ

　

  

梅
の
香
む
せ
ぶ　

宴
席
に

　

  

七
十
余
年
の　

友
垣
と

　

  

語
り
合
え
た
は　

愉
快
じ
ゃ
な
い
か

三
、そ
れ
か
ら
三
月　

た
た
ぬ
ま
に

　

  

病
に
負
け
て　

散
ろ
う
と
は

　

  

あ
あ
ふ
る
里
の　

梅
ま
つ
り

     

ば
あ
ば
雲
間
で　

見
て
る
じ
ゃ
な
い
か

               

（
昔
の
歌
の
替
え
歌
で
す
）

一
、ば
あ
ば
の
里
は　

梅
ま
つ
り

　

  

ま
だ
二
分
咲
き
の　

木
か
げ
か
ら

　

  

娘
盛
り
の　

ば
ば
さ
ま
が

　

  

片
目
を
閉
じ
て　

消
え
ま
し
た

二
、ば
あ
ば
の
里
は　

梅
ま
つ
り

　

  

も
う
満
開
の　

木
か
げ
か
ら

　

  

花
嫁
姿
の　

ば
ば
さ
ま
が

　

  

手
を
振
り
な
が
ら　

消
え
ま
し
た　
　

三
、ば
あ
ば
の
里
は　

梅
ま
つ
り

　

  

白
い
花
散
る　

木
か
げ
か
ら

　

  

脚
立
に
乗
っ
た　

ば
ば
さ
ま
が

　

  

瞼
に
浮
か
び　

消
え
ま
し
た

　
　
　
　
　
（
昔
の
歌
の
替
え
歌
で
す
）

◆宛先　〒２５０―００５５ 
小田原市久野１１５―２　おだわら総合医療福祉会館内
小田原市老人クラブ連合会「小田原創友クラブ」教養部

平成30年１月

平成29年10月20日

発　行

締切日

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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ご協賛いただいた皆様への御礼
このたびは、広報紙に広告のご協賛をい
ただき、誠にありがとうございます。本紙
は紙面を通じて会員の交流・情報交換は
もとより、地域の皆様に老人クラブの活
動をご理解いただき、一層の交流の輪を
広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き
広告掲載のご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

【小田原市老人クラブ連合会】

　
「
小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ
69
号
」に
皆
様
方
よ
り

多
数
の
投
稿
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
も
２
回
目
の
掲
載
と

な
り
ま
す
が
、ク
ラ
ブ
内
の
動
向
が
良
く
わ
か
る

記
載
が
さ
れ
て
お
り
身
近
な
感
触
が
伺

え
ま
す
。今
後
も
単
位
ク
ラ
ブ
の
特
長

が
わ
か
る
よ
う
な
投
稿
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

次
回
発
行
の
70
号
に
つ
い
て
皆
様
方

の
要
望
を
う
け
新
し
い
企
画
を
取
り
入

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
養
部
一
同
心
を
引
き
締
め
次
号
に

向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
養
部
）

曽我地区

環境美化活動「桜舞う日本名城と
　　　博物館明治村見学」

春季研修旅行

※単位クラブ2名以上の増員が最低目標ですので皆さま全会員で努力しましょう。

会 員 加 入 増 強 運 動

◎未加入者宅にパンフレットの投函
◎会員1人が新しい会員1名以上の勧誘をする。
◎未加入自治会の創友クラブの結成をはかる。

小田原創友クラブの推進項目として

平成26年から５カ年間で県老連では
20，000人の目標で実施致しております。

期間中です

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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